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1は じ め に

近年の食品への安全性に対する認識の高まりから、

イヒ学合成農薬をできるだけ使用しない農作物の栽培方

法の確立が求められている。殺虫剤の使用を削減し害

虫を防除する方法の一つに天敵の利用があり、その利

用は施設内において農薬登録のある天敵を放飼する方

法が主であるが、問題点の一つとして、通常の農薬に

比べ天敵製剤のコストが高いことが挙げられる。。そこ

で、筆者らは露地ナス及び無加温ハウスのキユウリ栽

培において問題となる害虫の一つであるアプラムシ類

の防除として、バンカープラント法とそれによって増

殖する在来の土着天敵による防除法について試験を行

ったので報告する。

2日 験 方 法

(1)露地ナス

1)試験区の構成

①ソルゴー十ライムギ区 (ラ イムギをナスの各畝間、

ソルゴーを区の周囲に配置した区)、 ②ニテンピラム粒

剤+ラ イムギ区(ラ イムギを①と同様に配置し、ナスの

定植時にニテンピラム粒剤を株当り 2g土壊混和処理

した区)、 ③対照区 (無防除)、 の3区を設置した。各試

験区は 90m2、 単区制で実施した。

2)栽培概要

ナスの品種は「真仙中長」(台木「耐病VF」)と し

た。定植は2002年 5月 13日、畝間 180 c m、 株間 70

cmと し、市販ばかし肥料 (a当 りN成分 22k g)を

施肥 した。ライムギは前年の2001年 10月 にa当 り05

kgを全面は種し、ソルゴーは 264穴チェーンポット

で育苗したものを 2002年 6月 3日 に定植 した。

3)調査方法

ナス茎葉について、8月 中は全株 (1試験区当り約 90

株 )、 それ以降は各試験 10株について病害虫及び天敵

の発生状況を調査した。

(2)無加温ハウスキュウリ

1)試験区の構成

①バンカー区 (ハ ウス周囲にバンカープラントとし

てヨモギを植えつけた区。ハウス内に幅 35 cm程度ヨモ

ギの地上部が侵入した)、 ②ネット区 (ハ ウスサイドを

目合い lmmの防虫ネットで覆つた区)、 ③対照区、を

設置した。各区とも殺虫剤は使用しなかった。1区当り

69m2、 単区制で実施した。

2漱培概要

品種は半促成栽培で「シャープ 1」 (台木「バトラー」)、

抑制無加温栽培で「夏すずみ」(台木「きらめき」)と

した。定植はそれぞれ2002年 4月 21日、7月 25日で

あつた。施肥は各作型とも市販ばかし月巴料 a当 りN成

分 2k gと し、株間は 50 clll、 1区 30株とした。

3)調査方法

キュウリのアプラムシについては、各区 10株、1株

当り10葉を調査し、発生程度別に指数イヒし寄生程度の

度数を求めた (下表参照)。 また、土着天敵について、

キュウリは 1株当り、ノ`ンカー区のヨモギはハウス内

のものを 180 cnl X 35 clll、 3区に分け、頭数を調査した。

表 アプラムシの寄生程康

寄生雛 2冨
tttH諸雲:』評

L工J」じ Xm。

指敗 : 0:寄 生なし  Oi41～ フ0頭
1:1-20nH 4:フ 1頭 以上
2:21～ 40顧
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3 -果 及び考察

(1)露地ナス

表 1 露地ナスのアプラムシ数

口 圭    ソル ゴー +  II剰 十 対 照 区

図 1 01tナスのテントウムシ数

表 1に 10葉当りのアプラムシ数、図 1に 10葉当り

のテントウムシ類卵塊、蛹、成幼虫数合計を示す。6月

の発生において、対照区でのテントウムシ発生のビー

クは 6月 14日 頃であるが、ソフレゴー+ラ イムギ区での

ビークはそれより1週程早い 6月 6日であつた。バン

カープラントにより上着天敵発生のビークを早めるこ

とによってアプラムシ数を低密度に保つことが可能で

あった (表 1)。 寄生蜂によるマミー数の推移も同様で

あった。ニテンピラム粒剤 +ラ イムギ区ではソフレゴー+

ライムギ区に比べ 6月の天敵及びアプラムシの発生は

少なかつた。8月以降ソルゴー+ライムギ区で他区に比

ペアプラムシ数が少なかつた。

(2)無加温ハウスキユウリ

図 2にアプラムシの寄生程度、図 3に 1株当りのテ

ントウムシ数合計を示す。6月 24日調査時においてバ

ンカー区及びネット区ではアプラムシの寄生程度を対

照区に比べ約 5分の 1に抑制した。ネット区では初期

の侵入を抑制するが、一旦侵入すると調査期間中に密

●●置 ロ

図2 キュウリのアプラムシ寄生程度
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回3 キユウリのテントウムシ数

度が低下しなかつた。ヨモギでは 6月 10日 にテントウ

ムシ数がピークとなり、合計で 427と なつた。バンカ

ー区では主にテントウムシ類の増殖によってアプラム

シの寄生を抑制したと考えられた。

4 ま と め

以上より、露地ナスでライムギとソルゴー、無加温

ハウスのキユウリでヨモギをバンカープラントとして

用いることにより、土着天敵が増殖 し、アプラムシの

密度が抑制された。本試験ではライムギとヨモギで主

にテントウムシ類の増殖が確認された。問題点として、

アプラムシ以外の害虫の被害が見られたこと、ヨモギ

ではアザミウマ類が増加する可能性があることが挙げ

られた。そのため、バンカープラントの検索、設置時

期、他の病害虫への対応策等さらなる検討が必要であ

る。
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